
 待ちわびる２学期に                                         校長  岡 本 清 豪 

一緒に学び合う～小中合同授業～ 

  １学期が終わります。保護者の皆様、地域の方々、今学期も

様々な面で学校を支えていただきありがとうございます。1学

期を振返り保護者の皆様から学校評価に関わるアンケートを

取らせていただいております。保護者の皆様のアンケートは、

昨年同様ウェブによる回答のみとなっております。また、今年

度は学校評価を、学校・保護者・地域それぞれが「自らを振り

返り、連携しながら互いに高め合う」ための機会となるようアン

ケート内容の一部見直しを進めました。子どもの教育にかか

わっては、学校だけでも、ご家庭だけでも、決して実は結びま

せん。ご家庭・地域・学校がそれぞれに責任を分担し、めざす

子ども像を共有しながら、進めていかなくてはなりません。今

後も色々とご意見をいただきながら、ご理解とご協力を得て進

めてまいりたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。 

☆  

 さて、英国、オーストリア、ドイツの国際研究チームが行った

実験のお話しを紹介します。「渡り鳥」の話です。研究チーム

は、渡り鳥の体にGPS・加速度セン

サーを取り付け、渡りの最中はなぜＶ

字型の編隊を組んで飛ぶのか等につ

いて観察・分析を行いました。分析の結

果を簡単にまとめると以下のようです。 

☆ 

・編隊で飛ぶと、後続の鳥は風の抵抗を受けずに、単独

で飛ぶよりも70％も遠くまで行ける。 

・先頭の鳥は疲れるとＶ字型編隊の後尾に回り、別の鳥が

先頭を交代する。 

・後ろの鳥は鳴き声で、前の鳥を励ます。                        

・編隊から脱落しそうになっても、一羽で飛ぶと抵抗が大

きいので、すぐ群れに戻る。 

・群れの一羽が病気やけがで編隊から脱落すると、二羽の

鳥が援助と保護のために付きそう。脱落した鳥が回復する

か、死ぬまで付きそい、その後新しい群れに加わるか、独

自の編隊を作って元のグループに追いつく。 

☆ 

  こんなことをして飛んでいたんですね。びっくりでした。 

 学校の中にも様々なグループがあります。学年・学級に始まり、

生徒会、各係活動、班活動、部活動等々・・・。この１学期を振り

返り、お互いに、人としての違いを認め合いながら、支え合い、

助け合い、協力し合いながら考え、行動できる集団だったか。グ

ループ内で生徒同士が、時には我慢し、時には意見し、貢献し合

える集団だったか・・・。 

 傷つき、辛い気持ちになっている人の心に寄り添い、分かりあ

うことが出来れば、渡り鳥たちのように、ともに飛び立てる勇気

が出るのかもしれません。 長い夏休みに「早く学校に行きたい」

と、２学期を待ちわびるような気持ちに生徒の誰もが思う学校を

めざし、本校にかかわる全ての方々と力を合わせていきたいと

思います。 

《教育目標》 

小樽の未来をつくる 北陵生の育成 

〇深く学び、考え、表現できる生徒 

〇豊かに人とつながり、思いやりのある生徒 

〇たくましく心身を鍛え、自らを律する生徒   
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 6月27日（月）に北陵中学校区である手宮中央小学

校、高島小学校の6年生が本校で、道徳、図工、体育の

授業を行いました。参加した子どもたちからも「道徳の

時間に手宮中央小の人と会話ができて楽しかったで

す」等の感想がありました。この機会から中学校に入学

する上での不安が軽減され、見通しが持てるきっかけと

なるはずです。次回は、9月を予定しています。 

  デザイン思考で考える 

 富士通SDGｓプログラム 

  7月12日、3年生が「デザイン思考で考え

る富士通SDGsプログラム」に参加しまし

た。当日は熊本や宮崎の中学校とオンライ

ンでつながり、「共生社会」「まち」「サービス」の３テーマに分かれ、一

緒に学習しました。例えば「共生社会」では「校外学習（水族館）に行

けない人」が「学ぶ」という場面設定のもと、この状況の人のニーズを

考え、事前学習を通して考えた解決方法を発表し合いました。本校代

表は入院中の子どもたちをイメージし、病室に「海水を持ち込み匂い

を嗅いでもらう」「実際の生き物を持ち込み触ってもらう」など「五感を

刺激する」アイディアを出し、富士通の方からは特に匂いを持ち込む

アイディアは斬新で素晴らしいとの講評をいただきました。他2校や富

士通のテクノロジー活用事例（実際のソリューションアイディア）を聞く

こともでき、生徒たちには新鮮で深い学びになりました。 



8月の行事予定 

【保護者のみなさまにおねがいです】 
  今年度の夏休みは、7月２６日（火）から8月２５日（木）の3１日間と、

とても長いお休みとなります。新型コロナウイルス感染症の予防はもと

より、例年のことですが、遊泳中の事故防止、運河公園をはじめとした

地域施設の使い方、スマートフォン等情報機器のルールやマナーにつ

いて、この休み中に、あらためて各ご家庭でお子さんとじっくり話し合

う機会をもち、より一層充実した夏休みとなるようお願いいたします。 

＜部活動休養日について＞ 

小樽市教育員会より示された

「小樽市の部活動の在り方に

関する方針」を受けて、部活

動の休養日を以下の通り実施

していますのでご理解とご協

力をお願いいたします。 
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〇中体連野球大会 優勝 

〇中体連バスケットボール大会 

 男子 桜町中に惜敗 

 女子 岩内第一中に惜敗 

〇中体連陸上競技大会 

 男子1年１００ｍ 横山 第3位 

 女子共通１００ｍ 本庄 第2位 

 女子共通１００ｍ 高橋 第3位 

 共通男子８００ｍ 安藤 第3位 

 1年女子８００ｍ 梶原 第1位 

 1年女子８００ｍ 一原 第2位 

 女子共通走幅跳 高橋 第２位 

 共通女子4×１００ｍＲ 第2位 

〇中体連バレーボール大会 

 予選リーグ惜敗 

〇中体連バドミントン大会 

 男子団体 準優勝 

 男子ダブルス 

  ・武藤、中岡組 準優勝 

  ・曽根、赤田組 第3位 

 女子団体 予選リーグ惜敗 

〇中体連ソフトテニス大会 

 女子団体 準優勝 

〇中体連水泳大会 

 女子100ｍ背泳ぎ 駒野 第２位 

 女子200ｍ背泳ぎ 駒野 第２位 

 男子１００ｍバタフライ 小栁 第1位   

 男子２００ｍ自由形 小栁 第1位 

〇中体連柔道大会 

 男子団体 第2位 

 男子50ｋｇ級 櫛井 第3位 

 男子８１ｋｇ級 長門 第3位 

 

 

   

 

ここがすごいぞ！北陵生！

北陵旋風吹き荒れる！  

～中体連大会結果～ 

届けよう服の“チカラ” 

プロジェクト出張授業 

着衣泳講習会 

 

日 

曜

日 

 行事予定  

☆北陵学習室開講日 

（Ｓ.Ｃ＝スクールカウンセラー） 

 １ 月 北陵学習室Summer 

 ２ 火 北陵学習室Summer 

 ３ 水 北陵学習室Summer 

 ４ 木  

 ５ 金 小樽イングリッシュキャンプ 

 ６ 土 明峰入試相談会 

小中一貫練習会（バレーボール） 

  ７ 日 陸上記録会 

 ８ 月  

 ９ 火 ジュニアキャンプ（バレーボール） 

１０ 水 ジュニアキャンプ（バレーボール） 

１１ 木 山の日 

全道中学生軟式野球大会 

１２ 金 学校閉庁日 

１３ 土 学校閉庁日 

１４ 日 学校閉庁日 

１５ 月 学校閉庁日 

１６ 火 学校閉庁日 

１７ 水  

１８ 木 小中合同研修会 

１９ 金 校内研修 

２０ 土  

２１ 日  

２２ 月  

２３ 火 職員会議 漢字検定試験 

２４ 水 第４回小樽市生活指導委員会 

市Ｐ連第４回事務局会議 

２５ 木  

２６ 金 始業式・５時間授業 

定時退勤日 

選挙管理委員会 

小樽潮陵学校説明会 

２７ 土 札幌手稲学校説明会 ☆ 

中学生野球市民大会 

２８ 日 陸上新人戦 

２９ 月 分掌部会（５時間授業） 

生徒会役員選挙公示 

定時退勤日 ５時間授業 

３０ 火 小樽市教育研究会 

定時退勤日 

３１ 水 文化祭係会議 

立候補者選出 

学期中は、週当たり２

日以上の休養日を設

ける（平日は少なくとも

１日、土曜日及び日曜

日は少なくとも１日以

上を休養日とする。  

 「届けよう服の“チカラ”プロジェクト」

として、ユニクロ小樽店長 橋本大輝

氏を講師に招いて、「服のチカラ」や

「達成したいこと」を確認しました。今

後、着な くな っ

た子ども服を回

収して難民など

の 服 が 必 要 と

す る 人 々 に 届

ける活動につな

げていきます。 

 

 6月29日（水）に小樽市消防署夏堀

翼消防士長を講師に招いて、2年生

対象に「着衣泳」の講習会を実施しま

した。自分が着衣のまま溺れそうに

なった時の対応及び溺れている人を

見つけた時の救助方法を学び、水難

事故に遭遇した

場合において、

人命を守る方法

を学ぶことがで

きました。  


